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こぐまのクーク物もの語がたり




春はると夏なつ








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: 春　心の あな]







　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　ながい冬ふゆの、おわり。

　森もりの小こ道みちを、こぐまのクークが、走はしってきた。

「行いっちゃう。行いっちゃう」

　朝あさのつめたい風かぜが、クークのせなかをおす。

　走はしって走はしって、ようやく、たどり着ついた時とき、こぐまのタミンが、

　かけよってきた。

　タミンは、今日きょう、ひっこしていく。

　昨日きのうから、クークは、言いいたいことを、たくさん考かんがえていた。

　でも、タミンに会あったとたん、

「元げん気きでね」

　の、たった一ひと言こと。

「うん、クークもね」

　と、タミンも、たった一ひと言こと。

　おたがいに、なにも

　言いえなくなってしまった。

　バスが来きた。

　タミンの父とうさんや、母かあさんは、

　みんなに、あいさつをして、

　バスの中なかに入はいった。
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　クークは、あわてて言いった。

「元げん気きでね」

「クークも元げん気きでね」

　タミンは、

　父とうさんや母かあさんのいる

　せきに着ついた。

　バスは走はしりだし、クークは、

　思おもいきり手てをふった。

　タミンも、思おもいきり、

　窓まどから手てをふった。




「行いっちゃった」
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　泣なきそうになったけれど、

　ぐっと、がまんした。

「行いっちゃった。行いっちゃった」

　小ちいさい時ときから、いつもいっしょに、遊あそんでいた。

「ずっと遊あそぼうね」と言いっていたタミン。

　父とうさんの仕し事ごとのつごうで、きゅうに、ひっこしていったタミン。

　クークの、いちばんの友ともだち、タミン。

　ぼうっと、その場ばに立たちすくんだ。

　太ふとい木きの下したに、ほんの少すこし雪ゆきがのこっている。
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　クークは、その雪ゆきに、ぺたっと、手てのあとをつけた。

「この雪ゆき、冬ふゆがわすれていったのかな」

　クークは手てですくった。

「おもたい雪ゆきだな」

「クーク、タミンがいなくなって、さびしくなるわねえ」

　みおくりに来きていた、りすのおばさんが、しみじみと言いった。

「うん」

「元げん気きだすのよ」

「ありがとう」

　クークは走はしった。走はしりながら、

「さびしくない。さびしくない」
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　こんどは、きつねのおじさんに会あった。

「おーっ、クーク。タミン、行いってしまったのか？」

「うん」

「いつも、いっしょだったのにな」

「うん」

「元げん気きだせよ」

「ありがとう」

　クークは走はしった。走はしりながら、
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「さびしくない。さびしくない」

　ろくごうの森もりは、みんなが知しり合あい。

　だから、クークとタミンのことも、

　みんな知しっている。

　クークは、だれにも会あいたくなかった。

　だれにも会あわないように、

　いそいで、家いえに帰かえった。

　クークの家いえは、『森もりのキッチン』というレストラン。
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　父とうさんの作つくる料りょう理りは、おいしくて、クークも大だい好すきだ。

　窓まどの外そとから、店みせの中なかをのぞいてみた。

　父とうさんも母かあさんも、かいてん前まえの、じゅんびをしている。

　母かあさんが気きがついて、手てまねきした。

「クーク、いらっしゃい」

　ほんとうは、すぐ、じぶんの部へ屋やに、もどりたかったけれど、店みせに入はいった。

「タミンに会あえた？」

　クークは、こくんと、うなずいた。

　それから、頭あたまを横よこにふった。

「どうしたの？」

「タミンに言いいたいこと、言いえなかった」

「なんて、言いいたかったの？」

「今いままで、ありがとうって」

　母かあさんは、だまって、クークを

　だきしめて、せなかを

　やさしく、とんとんした。
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　そのとたん、なみだがあふれた。

　しずかな時じ間かん。

　ストーブの中なかで、パチパチと

　まきのはぜる音おとがする。

「クーク、みかん食たべるか？」

　父とうさんが、大おおきなみかんを、クークの頭あたまの上うえに、ぽこんと、のせた。

「部へ屋やで、食たべる」

　クークは、みかんをひとつにぎりしめて、部へ屋やに行いった。
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　見みなれたじぶんの部へ屋やを見みわたした。

　窓まどの外そとも見みわたした。

　遠とおくで、クマゲラの木きをたたく音おと。

　コンコンコンコン。

「いつもと、おんなじ。森もりも家いえの中なかも、なんにも、かわらない。

　ひとつかわったのは、タミンが、いなくなったこと」

　丸まるい小ちいさなテーブルの上うえに、ながい間あいだかかって、

　ようやくできあがったパズルが、おいてあった。

　クークは、そのパズルのまん中なかを、ひとつぬきとった。

「タミンが、いないのは、パズルが、いっこ

　なくなったのと、おんなじ……」

　手てのなかで、パズルを、

　ぎゅっと、にぎりしめた。
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　クークは、みかんのかわをむいた。

　あまずっぱいかおり。

　ひとふさずつ、

　ゆっくり、ゆっくり食たべた。




　朝あさごはん。

　[image: ]母かあさんが、あつ切ぎりのパンを、やいてくれた。

　バターをぬって、はちみつもたっぷり。

　クークは、大おお口ぐちをあけて、かじった。

　口くちの中なかに、バターとはちみつが、とろけていく。
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　あたたかいミルクも、しっかり飲のんだ。

「母かあさん、遊あそんでくる」

「行いってらっしゃい」




　森もりをぬけると、『とり沼ぬま』がある。

「つめたいかな」

　ちろっと、水みずにさわってみた。

「ひゃあっ、まだ、つめたい」

　石いしをなげてみた。

　パシャパシャ。

　みなもに、わが広ひろがる。ぼんやりながめた。

「あっ、クーク！」

　こうさぎのサーハだ。
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「クークのせなか、なんだか、さびしそう」

「そんなことない！」

　クークは、じぶんのせなかを、手てで、ごしごしした。

「ぼくのせなか、どうかなってる？」

「しゅわしゅわって、さびしいゆげが、たってるもの」

「そうかなあ。ぼく、なんか、むねのあたりが、すうすうするんだ」

　サーハが、クークをのぞきこんだ。

「心こころに、あなが、

　あいたのかもしれないわ」

「えっ、ぼく、あな、あいちゃったの？」

　クークは、びっくり。

「あなって、うまるの？」

　そこへ、こぎつねのゲンゲンが来きた。

[image: ]

「あれ？　クークの顔かおが、ひきつってるぞ」

「ぼ、ぼく……心こころにあなが、あいたんだ」

　言いいおわらないうちに、

　目めが、うるうるしてきた。
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　ゲンゲンは、びっくり。

「たいへん！　水みずをたくさん飲のんだら、あな、うまらないか？」

　サーハが、ぷーっとふきだして、言いった。

「むりよ」

「ごはん、いっぱい食たべれば？」

　ゲンゲンは、にっと、わらった。

「クークは、タミンがいなくなって、さびしくて、心こころにあなが、あいたの」
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　クークは、それを聞きいているうちに、もっと、心こころがすうすうしてきた。

　ゲンゲンは、よこめで、ちらっとクークを見みて、言いった。

「そうか。クークは、タミンとばっかり、遊あそんでたからな」

「どうやったら、あなはうまるの？」

　クークは、ようやく聞きいた。

「あなをうめるのは、時じ間かんよ。時じ間かんがたてば、しぜんにうまるわ。

　それを、まつしかないの」

　サーハが言いうと、ゲンゲンは、手てをたたいた。

「なあんだ。かんたんだあ。時じ間かんてさ、とまれって言いっても、

　とまんないだろ。かってに、どんどんすぎるんだ。

　それで、あながうまるなら、かんたんだ！」
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「そうなんだあ」

「おれは、あなあいたことないから、わかんないけど、

　なにがあったって、クークはクークだろ？」

「うん。ぼくは、ぼくだと思おもう」

「それで、いいじゃん」

　ゲンゲンは、ごくっと、沼ぬまの水みずを飲のんだ。

「つめたくて、うまあい」

　サーハも、クークも、つられて飲のんだ。

　とり沼ぬまの水みずは、わき水みずだから、

　冬ふゆでもこおらないし、いつでもおいしい。

　ゲンゲンが、ぱしゃっと、クークに水みずをかけた。
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「うわっ！　やったなあ」

　クークは、ゲンゲンに、ぱしゃっと、水みずをかけた。

「ひゃあ、つめたすぎーっ」

「あはは」

　わらい声ごえが、水みずの上うえを、はねるように広ひろがった。
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　帰かえり道みち。クークは、ふと立たちどまった。

　──あれ？　心こころのあなは、時じ間かんがうめるって、言いってたけど、

　心こころって、どこにあるんだろう──

　おなかが、くうっと、鳴なった。
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「おなかに、あるのかな？」







[image: 明日に なれば]







　クークは、家いえに帰かえると、店みせの中なかを、のぞいてみた。

　父とうさんが、カップをもち上あげ、

「クーク、いつもの作つくるか？」

「あ、〝モカモカ〟だね。やったあ」

　クークは、モカモカが大だい好すき。

　[image: ]父とうさんは、なべに、カップ一いっぱいのぎゅうにゅうと、

　小ちいさなスプーン一いっぱいのインスタントコーヒーと、ココア、

　たっぷりのチョコレートを入いれて、まぜながらあたためた。
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「できたぞお」

　クークは、ひとくち飲のんで、目めを細ほそめた。

「おいしい！

　ねえ、母かあさん。サーハが言いったの。

　ぼくの心こころに、あながあいたんだって。

　でもね、あなをうめるのは、水みずでも、

　ごはんでもなくて、時じ間かんなんだって」

「そうね。サーハの言いうとおり、

　時じ間かんが、あなをうめてくれるわ」
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　昼ひるごはんのよういをしていた、

　父とうさんが、クークをよんだ。

「クーク、ちょっと、おいで」

「父とうさん、なにか、作つくるの？」

「そうだよ。今いま、ひらめいたぞ」

　クークの目めが、きらきらした。

　クークは、父とうさんの料りょう理り作づくりを、見みるのが大だい好すき。

　父とうさんの横よこに、ぴったりとついて、ながめた。

「さあ、なにができるか、お楽たのしみ」

　[image: ]父とうさんは言いいながら、じゃがいもをあらった。
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　父とうさんの手ては、まほうの手て。

　あっという間まに、いろんなものを作つくりだす。

　かわつきのじゃがいもを、レンジに入いれて、

　竹たけぐしが通とおるくらいに、やわらかくした。

　それから、じゃがいもの上うえのほうを、

　ほうちょうで、すーっと、横よこに切きりとった。

「おいもの、ふたみたい」

「そうだよ。

　これは、ふたになるんだよ」
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　父とうさんは、切きりわけた大おおきいほうの

　じゃがいものなかみを、スプーンで丸まるく、

　くりぬいた。その中なかに、しお、こしょう、

　バター、ケチャップを入いれた。

　しめじも入いれた。その上うえに、

　とろけるチーズを、小ちいさくちぎって、

　すきまにつめこむように、入いれた。

　おさらにのせたじゃがいもに、

　ふたをのせて、レンジに入いれる。

「これで、チーズがとけたら、できあがりだよ」

「うん」

　クークは、わくわくしながら、まった。

　レンジから出だすと、ぷーんと、チーズのいいにおい。

「できたあ」

「〝じゃがいものあな〟の、できあがり」
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「じゃがいもに、あながあいたの？」

「そうだよ。あながあいて、すごくおいしくなったんだよ」

「ほんとだ。父とうさん、おいしい！」

　食たべているうちに、心こころがふんわりしてきた。

　くりぬいたじゃがいもは、マヨネーズをかけて、食たべた。

　それから、大おおきなおにぎりと、ヨーグルト。

　しっかりと、お昼ひるごはんを食たべてから、クークは、また遊あそびに行いった。

　ドロノキの切きりかぶに、すわっていると、

　足あしもとに、クルミのからが落おちている。
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「そういえば、タミンと、いっぱいひろったっけ」

　たくさんひろって、いろんなものを、作つくって遊あそんだ。

　ネズミが食たべた後あとのからは、丸まるいあながあいているから、

　それに、ひもを通とおして、ぶらぶらまわして、遊あそんだことを思おもいだした。

　そこへ、こぎつねのゲンゲンがやってきた。

「ねえ、ゲンゲン、クルミのからをあつめよう」

「どうしてだよ」

「いろんなもの、作つくるんだ」

「それより、川かわへ行いって、岩いわとびしようぜ！」

　ゲンゲンは、そう言いうと、どんどん川かわへ向むかって行いった。

　クークは、あわてて追おいかけた。

　でも、岩いわとびは、足あしがすくんだ。
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「なんだよ、こわいのか？」

　ゲンゲンは、クークのこわごわとしたとびかたを見みて、わらった。

「そんなことない！」

　クークは、ゆっくり、とんでみた。

　ゲンゲンは、ぴょんぴょんとんで、向むこう岸ぎしまで、行いってしまった。

　とりのこされたクークは、そのばに、すわりこんだ。

　岩いわにぶつかる水みずしぶきを、ながめて、まったけれど、

　ゲンゲンは、そのまま、どこかへ行いってしまった。
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　クークは、『フクロウの森もり』へ、遊あそびに行いった。

　サーハが、クークを見みつけて、手てをふっている。

「クーク、森もりのおくに行いってみようよ」

「うん」

「もうすぐ、このあたりも、花はなでいっぱいになるわ」

「鳥とりたちも、もどってくるね」

「そうね！　楽たのしみだわ。木この葉はがいっぱいになると、

　森もりがくらくなるから、花はなは、いそいで咲さくでしょ。

　それが、すごくきれいよね……。わたし、大だい好すき」

「うん。ぼくも」

「木きの芽めも　ふくらんで、きてるわ」
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「うん、春はるのにおい、いっぱい！」

　と、クークは、言いったとたん。

「う、くさい！」

　思おもわず、いきが止とまりそう。

　いつのまにか、ゲンゲンが、あらわれて、

　クークの鼻はなさきに、ザゼンソウをくっつけた。

[image: ]

「クークの、おならと、どっちがくさい？」

「ザゼンソウだよ」

　ゲンゲンは、くっくっと、わらった。

　あたたかな日ひざし。みんなで、たおれている大おおきな木きに、すわった。

　クークは、朝あさからのことを思おもいだした。

「ぼく、今日きょうは、はじめてのことが、いっぱい」

「え？　はじめてのことって、なんだっけ？」

　ゲンゲンは、身みをのりだして、聞きいてきた。

「楽たのしいことじゃないよ。タミンがいなくなったり、

　心こころにあながあいたり、岩いわとびして、こわかったり……」
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「クーク、明日あしたになれば、今日きょうのことは、思おもい出でになっちゃうわ」

　サーハが言いうと、

「それはいいことなの？」

　と、クークは聞きいた。

「悲かなしい気きもちが、少すこしはへるでしょ」

「そうか。おれなんか、さっきもいたずらして、母かあちゃんにおこられたけど、

　明日あしたになれば、今日きょうのことは

　思おもい出でになるのか。

　やったあ！」
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「ゲンゲンは、ちゃんと、はんせいしないまま、同おなじことのくり返かえし」

　と、サーハがわらう。

「まあな。だけど、今日きょうが、ずっとつづいたら、おれ、こまるぞ」

「ゲンゲンは、いたずらばっかりするからよ」

「ぼくも、今日きょうが、ずっとつづかなくて、よかった」

　クークは、ほっとした。

「そうね」

「心こころのあなも、明日あしたになれば、小ちいさくなるかな」

「そう、明日あしたになれば、ね」

　サーハは、そう言いって、耳みみをぴんと立たてた。




　その夜よ、クークは、ふとんの中なかで、

　母かあさんに、言いった。

「ねえ、母かあさん。

　今日きょう、いろんなこと、

　あったの。

　でも、いちばんは、

　やっぱり、タミンが

　いなくなったこと」
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「そうね」

　母かあさんは、やさしく、

　クークの頭あたまをなでた。

「でもね、『明日あしたになれば』なんだよ」

「いいことばね」

「うん。明日あしたになれば、今日きょうとは、ちがうの。

　ちがう今日きょうが、まってるんだよ。

　だから、今いま、ねるのが楽たのしみなんだ……」

　クークは、くうっと、ねむってしまった。
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[image: はじめての けんか]







　ろくごうの森もりのおくで、今日きょうは、おてつだい。

　クークは、父とうさんと、ドロノキ、ヤチダモ、トドマツの

　おれた枝えだや木きを、あつめていた。
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　冬ふゆに使つかうストーブの、まきを作つくるため。

　そして、秋あきまでに、かんそうさせる。

　クークも、がんばって、枝えだをあつめた。

　枝えだは、いろんなおれかたをしている。

　クークは、大おおきくて、りっぱな枝えだをひろって、ながめた。

「ねえ、父とうさん。この枝えだ、木きから、はなれたくなかったよね」

「そうだな。まだ、おれたばかりだ、このトドマツか。

　ほら、上うえのほうに、おれたあとがある」

　父とうさんとクークは、そばにある、大おおきなトドマツを見み上あげた。

「この木きは、百ひゃくさいぐらいだな」

「すごい！　この枝えだ、おれなかったら、

　もっと、ずうっと生いきたんだね」

「そうだな」
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「でも、これ、ストーブで、もやしちゃうんだね」

「おかげで、あったかい部へ屋やに、なるんだよ」

「おかげなの？」

「そう、おかげさまだ」

「そうかあ。ぼく、おかげさまを、いっぱいあつめるね」

　それから、クークは、たくさんの枝えだをあつめた。

　手ておし車ぐるまにのせて、家いえまで、はこぶ。
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　父とうさんは、長ながさをそろえて、太ふとい切きりかぶの上うえにのせ、

　まさかりで、四よつわりにする。

　バキーン。バキーン。

　クークは、それをひろって、家いえのかべに、つみあげる。

　それから、父とうさんは、シラカバの木きのかわをむく。

「ねえ、父とうさん。どうして、かわをむくの？」

「これは、たきつけに使つかうんだよ。あぶらがあって、

　紙かみみたいにうすいから、すぐ、火ひがつきやすいんだ」

「へえ。じゃあ、ぼく、かわを、かごに入いれるね」

「クークのおかげで、たすかるなあ」

「ぼくのおかげ？」

「そう、おかげさまだ」

「ふふっ」

　クークは、うれしくなった。
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　しっかりと、てつだいをしたクークのおなかが、クーッと鳴なった。

「さあ、お昼ひるごはんにしよう」

「うん」

　クークは、まっさきに、家いえに入はいった。

「とれたてのアスパラよ」

　母かあさんは、ゆでたアスパラガスを、さらに山やまもりのせた。
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　クークは、マヨネーズをつけ、長ながいアスパラガスを、ぽりぽり食たべる。

「アスパラが、いちばんおいしいじきだなあ」

　父とうさんも、そう言いいながら、ぽりぽり食たべる。

　[image: ]その間あいだに、母かあさんは、うす切ぎりの食しょくパンをやいた。

　こんがりとやいたパンに、バターを、ていねいにぬる。

　パンと同おなじ大おおきさの、ぱりぱりの、のりをのせる。

「〝ぱりぱりパン〟の、できあがりよ」
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　バターのしみこんだトーストと、

　ぱりぱりの、のり。

　うす切ぎりパンで作つくるから、

　クークは、八はちまいも食たべた。

　父とうさんは、十じゅう五ごまいも食たべた。

　母かあさんは、パンをやくのに

　大おおいそがし。

　たくさん食たべて、父とうさんは、

　レストランに行いった。

　もう、店みせをあける時じ間かんだ。

　クークは、フクロウの森もりへ、遊あそびに行いった。

　こりすのチルが、木きのみきを、かけ上あがっている。

「クーク、おいしいものがあるよ。おいで」

「へえ、なにかなあ」

　クークは、チルの行ゆき先さきを、おいかけた。

　チルは、枝えだから枝えだへ、ジャンプして、カエデの木きにつくと、

　枝えだをかじって、しるをなめた。
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「おいしいものって、これ？」

「そうだよ。クークも、なめてごらん」

「木きのあじでしょ。まずそう」

　クークは、ちょっとだけ、なめてみた。

「あれ？　ぼくの好すきな、はちみつのあじに、にてるよ」

「ぼくは、これが、大だい好すきなんだ」

　チルは、おいしそうに、なんどもなめる。

　クークは、もういちど、なめてみた。
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「クーク、りすに、なったか？」

　と、後うしろから、声こえ。

　こぎつねの、ゲンゲンだ。

　ゲンゲンの、後うしろには、

　こうさぎのサーハ。

「クーク、遊あそびましょ」

　森もりは、毎まい日にち来きても、毎まい日にちちがう。

　サーハが、きれいな花はなを見みつけた。
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「エンレイソウだわ。かわいい」

「うん、きれいだね」

「そうだ、母かあちゃんに、つんでいこう」

　ゲンゲンが、うれしそうに、エンレイソウをとろうとした時とき、

「あっ、やめて！」

　サーハの声こえ。

「なんでだよーっ」

　ゲンゲンが、むっとして、言いった。

「エンレイソウって、花はなが咲さくまでに、七しち年ねんもかかるの。ようやく、

　さいたばかりよ。それに、春はるの、ほんの少すこしの間あいだしか、さかないの」

　サーハは、いたわるように、言いった。

「そうなんだあ」

　クークは、びっくりして、エンレイソウを見みつめた。

「だったら、母かあちゃん、もっとよろこぶぞ。クークも、そう思おもうだろ？」

「えっ。ゲンゲンの言いうことも、わかるけど、サーハの言いうことも、わかる」

「なんだーっ」

　クークは、こまってしまった。

　サーハと、ゲンゲンにはさまれて、クークは、もじもじした。

「クークは、どっちのみかただ？」

　ゲンゲンが言いう。

　クークは、父とうさんと、おれた枝えだをあつめたことを、思おもいだした。

　おれたくなかった枝えだは、おかげさまで、まきになった。

　クークは、あのりっぱな枝えだに、緑みどりの葉はっぱが、

　たくさんつくことを、そうぞうした。

　エンレイソウは、春はる風かぜに、ゆられている。

「ぼく、とりたくない」

「なんだよ。サーハのみかたして！」

「そんなことない。ただ、さいて、うれしそうなんだもの」

「やなかんじ、やなかんじ！」

　ゲンゲンは、むきになって、エンレイソウをとりはじめた。

　クークは、ゲンゲンの手てをひっぱって、止とめようとした。

　ゲンゲンは、足あしでおもいきり、クークをけとばした。
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「おれ、クークとなんか、遊あそばない！」

　クークは、びっくり。

「おれ、クーク、

　だいっきらい！」

　ゲンゲンに、そう言いわれて、なみだが

　こぼれそうになった。

　でも、ぐっと、こらえた。

　手てが、ふるえた。

　ゲンゲンは、もうクークには、

　かまわずに、さっさと行いってしまった。

　手てに、エンレイソウを、にぎりしめて。

「ぼく、はじめて、けんかした」

　クークは、ぽつんと言いった。

「気きにすることないわ」

「そうかなあ」




　なんだかもう、遊あそぶ気きになれなくて、レストランに行いってみた。

　母かあさんが、テーブルをふいている。

　父とうさんが、クークにむかって、大おおきなトマトを見みせた。
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「クーク、食たべるか？」

「あっ、〝にっこりトマト〟だね。やったあ」

　クークは、これを食たべると、いつも、顔かおがほころぶ。

　だから、にっこりトマトと、よんでいる。

　父とうさんの、作つくるところを、

　のぞきこんだ。

　[image: ]父とうさんは、ほうちょうで、

　へたのついている上うえのほうを、

　横よこに、切きりおとした。

　切きったトマトのなかみを、

　スプーンで、ほじほじと、ほりかえし、

　その上うえに、さとうをのせて、

　あっという間まに、できあがり。
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　さとうがとけて、

　トマトの中なかに、しみこんでいく。

　クークは、まわりのかわをやぶかないように、スプーンで、なかみを

　すくって、食たべる。

「あまくて、おいしい！」

　きれいに、なかみをくりぬいて

　食たべると、かわだけがのこった。

　クークは、それを手てでつまんで、がぶりと食たべる。

　その時とき、頭あたまの中なかに、けんかがうかんだ。

　それも、いっしょに、がぶりと食たべる。
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「けんかを食たべちゃった」

　クークは、にんまりした。







[image: なかなおりの 理由]







　クークは、ドロノキの切きりかぶにすわって、ぼんやり、アリを見みていた。
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　ぼんやりしていると、どうしても、昨日きのうの、けんかを思おもいだしてしまう。

　そこへ、ゲンゲンがやってきた。

　ふたりとも、なんだか気きまずそう。

　でも、なんとなく、ぼそっと話はなしだした。

「なにしてる？」

「アリ、見みてる」

「おもしろいか？」

「おもしろい」

　ゲンゲンは、しばらくだまって、クークと、アリを見みていた。

　おたがいに、だんだん、やさしい気きもちになって、

「アリ、少すこし休やすめばいいのに」

　と、クークが言いうと、

「アリは、おれたちみたいに、

　遊あそばないのさ」
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　ゲンゲンは、言いう。

　そのうち、ゲンゲンは、

　じっとしているのに、

　あきてしまった。

「そうだ。アリの道みち、

　ふさいじゃおうぜ」

「どうして？」

「あわてるかどうか。それでも、

　ちゃんと、あなに帰かえれるか、じっけんさ」

　ゲンゲンは、道みちを足あしで、ふさいだり、手てで、アリのれつを、

　ぐちゃぐちゃにした。
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「ゲンゲン、だめだよ」

「なんだ。また止とめるのか」

「アリが、かわいそうだよ」

「じっけんしなきゃ、わからないだろ？」

「でも、らんぼうだよ」

「あーっ、つまんないヤツ」

　その一ひと言ことが、クークの心こころをぷちんと、さした。

　クークは、ゲンゲンに、

　むかっていった。

　でも、ゲンゲンのほうが、すばやくて、

　クークを、ぽかぽかなぐって、

　行いってしまった。

　クークは、ぺたんと、

　すわりこんだ。

　なぐられたところが、ずきずきする。
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　ぽろっと、なみだ。

　クークは、りょうてで、

　目めをおさえた。

　そっと、じぶんの部へ屋やに入はいりたかったのに、店みせの入いり口ぐちで、

　母かあさんに、見みつかってしまった。

「まあ、その顔かお、どうしたの？」

　父とうさんも、気きがついて、わらった。

「ほう、けんかだな」

「まあ、クークが、けんかねえ」

　母かあさんも、おもわず、くすっ。
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　クークは、むうっとした。目めの上うえが、ぼっこりと、はれている。

　父とうさんが、言いった。

「父とうさんも、むかしはよく、けんかしたなあ」

「お父とうさんは、森もりで、いちばん強つよくて、

　あばれると、みんな、こわがったわねえ」

　母かあさんが思おもいだして、わらった。

「ぼく、けんかはきらい。けんかなんかしたくない」

「そうか。そりゃそうだな。

　なあ、母かあさん、おもしろいもんだな。

　いちばんけんかしたヤツと、今いまじゃ、いちばんの友ともだちだ」

[image: ]

「ほんとに、そうね」

　父とうさんと母かあさんは、けんかの話はなしを、なつかしそうにしている。

　クークは、その話はなしを聞ききながら思おもった。

　──ぼくは、ゲンゲンと、なかなおりしなくても、いいんだ。

　もう、ゲンゲンは、友ともだちじゃない……。

　なかなおりする理り由ゆうなんて、ない──




「けんかをすると、はらも立たつけど、はらもすく。

　夕ゆうごはんを、いっぱい食たべよう」

　父とうさんが、クークの頭あたまを、やさしく、ごりごりした。

「うん。いっぱい食たべる」

「じゃあ、今日きょうは、どんな料りょう理りを、はつめいしようかなあ」

　父とうさんは、楽たのしそうに言いった。

　クークは、ドアの下したにある、生うみたてのたまごを見みつけた。
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「父とうさん、たまごで、なにか作つくって！」

「たまごねえ。たまご……たまご……」

　[image: ]父とうさんは、言いいながら、フライパンにバターを入いれ、ごはんをいためた。

　ごはんは、やきめがつくくらい、

　こんがりいためた。

　できあがったバターライスを、

　少すこしふかめの、おさらに入いれた。

　父とうさんの手てが、すばやくうごく。

　水みずと、コンソメスープのもと、

　ひとくちサイズに切きった

　春はるキャベツを、なべに入いれて、にた。

　小ちいさなうつわに、オリーブオイルを

　ぬってから、生なまたまごをわって、入いれた。
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　そして、うつわごと、春はるキャベツの

　入はいっているなべに、入いれてしまった。

「うわっ」

　クークは、びっくり。

「父とうさん、たまごの入いれものも、にてるう」

　なべにふたをして、三さん分ぷんくらい、にた。
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　そして、ふたをとってみると、たまごが、うっすら白しろくなっている。

　父とうさんは、おさらにもったバターライスの上うえに、キャベツと、

　うつわからとりだした、たまごをのせた。

　たまごのきみも、しろみも、少すこしだけかたまっていて、

　今いまにも、こわれそう。

　上うえから、あつあつのスープをかけた。

「父とうさん、たまごが、

　ぷるるんってしてるよ」

「これは、おとしたまごって、

　いうんだよ」

　クークは、スプーンで、

　たまごをつぶしてまぜた。

「おいしい！」

[image: ]

　クークも、母かあさんも、

　大おおよろこび。

「そうだな。クークの

　おかげで、このごはんに、なまえがついたぞ」

「なあに？」

「〝ぷるるんたまごのスープごはん〟」

「わあ、ぴったり」

　クークは、もりもり食たべた。

　山やまもりのサラダも食たべた。




　つぎの日ひ。

　クークは、サーハと、『ハンノキ林ばやし』に行いった。
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「林はやしの中なか、明あかるいね。鳥とりも花はなも、いっぱい」

「そうだわ、目めをつむってみましょう！　春はるが、もっと、好すきになるから」

　クークと、サーハは、目めをつむった。

　ピヨー　ピヨピヨ。

「ヤマゲラだ」

　ギーギーギー。

「うふっ。コゲラよ。へんな声こえだけど、

　すぐよってくるから、かわいいわ」

　ジュリジュリジュリ。

「つぶやいてるみたい。きっと、シマエナガよ」
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「しげみの中なかにいる鳥とりだね」

「せーので、目めをあけてみましょう」

「せーの」

　目めをあけると、色いろや形かたちやざわめきが、思おもいきりとびこんでくる。

「どうして、目めをつむったほうが、いろんな音おと、聞きこえるのかな」

「からだじゅうが、耳みみになるのかも」

　サーハが、くすっと、わらった。

　フィフィフィ。口くちぶえみたいな声こえ。

「あっ。見みーつけた」

　クークは、木きのみきを、さかさに歩あるいている、ゴジュウカラの

　そばに行いった。

「ねえ、ゴジュウカラ！　どうして、さかさにとまるの？」

　ゴジュウカラは、つんとして言いった。
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「ぼくの父とうさんも母かあさんも、さかさにとまるけど、ぼくたちには、さかさは、

　さかさじゃないんだ。ほかの鳥とりが、ぼくには、さかさだね」

「じゃあ、ゴジュウカラには、下したが上うえなの？」

「きみたちには、上うえが下したなの？」
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　クークは、さか立だちをしてみせた。

「なんか、へんだね」

　クークは、長ながいことさかさになっていられなくて、すぐ、ばたんと、

　たおれてしまった。

「ねえ、とぶ時ときは、さかさで、とばないんだね」

「うーん、さかさで、とぶ……さかさで……」

　そのまま、ゴジュウカラは、だまってしまった。

　クークは、悪わるいことをしたかなあと思おもいながら、

　そっと、その場ばをはなれた。

「やっぱり、どうして、とまる時ときだけ、さかさになるんだろう」

　クークは、ゴジュウカラが、おなかを上うえにして、とんでいるすがたを、

　そうぞうして、わらってしまった。

　サーハが来きた。

「ねえ、サーハ。鳥とりが、ぜんぶおなかを上うえにして、とんだら、おもしろいね」

「あはっ、おもしろーい。見みたいわ」

　帰かえり道みち。クークは、ゲンゲンを思おもいだして、心こころがおもくなった。

　──昨日きのう、けんかしたから、今日きょう、遊あそびにこなかったのかな。

　でも、いいもん。ゲンゲンが悪わるいんだもん。別べつに、かまわない──

　そう思おもっていると、ゲンゲンに、ばったり会あってしまった。

　ゲンゲンの、ばつの悪わるそうな顔かお。

　クークの、ばつの悪わるそうな顔かお。

　たがいに、じっと、顔かおを見み合あわせた。

　そして、どうじに言いった。

「昨日きのうは、ごめん」




　クークは、言いった後あと、

　きゅうに、体からだが

　かるくなったような気きがした。
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「なんだか、からだじゅうが

　かるくなったみたい」

「え？　おれも、今いま、

　そう思おもったけど、

　はら、へってるから、

　かるくなったのかと思おもった。

　そっかあ、ごめんしたから、

　かるくなったのか。へへっ」

「ふふふっ。ぼくも、

　おなかぺこぺこだよ」

「明日あした、遊あそぼうな」

「うん、遊あそぼうね」

　夕ゆうやけが、いつのまにか、広ひろがっていた。

　クークは、スキップしながら、帰かえっていった。




　その夜よ。

　クークは、部へ屋やのまどを、あけた。

「あっ、まんまるお月つきさま！」

　ほおづえをついて、ながめた。
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「お月つきさま、あのね。教おしえてあげる。

　なかなおりに、理り由ゆうなんか、いらないんだよ」

　夜よ風かぜが、クークの鼻はなを、くすぐった。

「だって、けんかには、なかなおりが、くっついてるんだもの」

　月つきが、いつもより、大おおきく見みえた。







[image: 夏　いつから 大人]







　短みじかい夏なつをおしむように、クークたちは、毎まい日にち遊あそんだ。

　フクロウの森もりも、ハンノキ林ばやしも、うっそうとして、こわいくらい。

　くらい森もりは、すずしいけれど、みんな、とり沼ぬまに、あつまってくる。

　まわりがいくらあつくても、わき水みずは、いつでもつめたいからだ。

　水みずの中なかに入はいって、石いしをひっくりかえして、遊あそんでいる。

「トンボのようちゅう見みつけたよ」

　こりすのチルは、うれしそう。

[image: ]

「うわあ、小ちいさい虫むしが、いっぱいいるう」

　こぎつねのゲンゲンが、つまんでいる。

　クークは、虫むしがにがてだ。じぶんではさわれなくて、のぞきこむ。

　こうさぎのサーハが、石いしをひっくりかえして、さけんだ。

「きゃあ、見みて見みて！」

　石いしに黒くろいつぶつぶ。よく見みると虫むし。

「あーっ、知しってるう。切きっても

　切きっても、死しなないヤツだろ」

　ゲンゲンが、手てのひらにのせた。
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「えーっ。切きったら、

　死しんじゃうでしょ？」

　と、クークは、びっくりして、

　聞きいた。

「ちがうの。これってね、切きっても、

　切きっても、また、あたらしい体からだが、出でてくるのよ」

「いいなあ。おれも、しっぽ切きったら、もっとりっぱなしっぽ、

　はえてこないかなあ」

　ゲンゲンは、うらやましそうに、しっぽをふった。

　ちょうど、りすのおばさんが、とおりかかった。
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「あらまあ。プラナリアが、うようよいるねえ」

「気きもちがわるいよ」

　と、クークが言いうと、

「ほかでは、なかなか見みつからない虫むしだよ。なかよくしておやり」

　りすのおばさんは、そう言いいながら、さっさと行いってしまった。

「ほら、クーク！」

　ゲンゲンが、プラナリアを一いっぴき、

　クークの鼻はなの上うえに、のせた。

「ギャーッ」

　森もりじゅうにひびく、クークの声こえ。

　ばさばさ、手てでふりはらった。
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　虫むしは落おちたのに、まだ、

　気きもちがわるい。

「クークは、よわ虫むしだな」

　ゲンゲンは、くっくっと、わらった。

　みんなも、くすくすわらった。

「ぼく、にょろにょろした虫むしが、だめなんだ」

　クークは言いいながら、ぶるっとした。

　クークは、もういちど、ねんをおすように言いった。

「にょろにょろ虫むし、にがて。ヘビもにがて」
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「クークは、それでよく、森もりで、くらしてるよなあ」

　ゲンゲンが言いうと、

「大人おとなになるまでには、だいじょうぶになる……と思おもう」

　クークは、自じ分ぶんに言いい聞きかせるように言いった。

「わたしだってあるわ。にがてなもの。でも、大人おとなになるまでには、

　だいじょうぶになると思おもうわ」

「そういえば、おれなんか、にがてなもの、いっぱいあるぞ！」

　ゲンゲンが言いうと、

「うわあ、ゲンゲンは、にがてのまんま、大人おとなになりそう！」

　と、チルが言いった。

「なんだとお！」
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　ゲンゲンは、手てをあげたけれど、すばやいチルは、

　あっという間まに、にげてしまった。

「ぼく、にがてなものが、にがてじゃなくなるまで、

　大人おとなにならないでおくよ」

　クークは、言いいながら、ためいきをついた。

「どうしたって大人おとなになるんだぞ。

　クークなんて、だれよりもいちばん、

　でっかいくまになるんだぞ。

　その時ときに、にょろにょろ虫むし、

　さわれないなんて、おっかしい！」

　ゲンゲンは、わらいながら、ぴょんと、はねた。

「いつから、大人おとなになるの？」

　クークが聞きいた。

「大人おとなと、こどものさかいめなんてないわ。

　気きがついたら、大人おとなになっているのよ」

　サーハが言いうと、クークは、こまってしまった。

「どうしよう。もしも、明日あした、目めがさめて、

　きゅうに、大人おとなになってたら。

　ほんとにどうしよう」

「そんなわけ、ないだろう」

　ゲンゲンは、クークの頭あたまを、

　ぽこんとたたいた。
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「そうだよね。今いま、大人おとなになったら、

　こまる」

　クークは、かたをすくめた。

「わたしは、早はやく大人おとなになりたい」

「サーハって、もう半はん分ぶん、

　大人おとなみたいだぞ」

　ゲンゲンが言いうと、

　クークも、うなずいた。

「そんなことないわ。わたし、

　すてきな大人おとなになりたい！」

「おれは、つよーい大人おとなになるんだ。

　もう、半はん分ぶんなってるけどな」

　ゲンゲンは、むねをはった。

「クークは？」

「え？　ぼく、わかんない。それより、

　どんなこどもでいたらいいか、わかんない」

「そんなこと、考かんがえたこともねえなあ」

「だって、これからもしばらくは、こどもだよ」

「どんな大人おとなになりたいかが、わかるこどもになれば？」
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　サーハが言いうと、

「それって、どういうことだ？」

　ゲンゲンは、頭あたまを、ごしごしした。

「うーん。大人おとなになるじゅんびを、たくさんするの。

　そうしたら、わかるわ」

「おれ、もういい。なんでも、じゅんびって、きらい」

　ゲンゲンは、大おおあくび。

「ぼく、大人おとなのじゅんびって、はじめて聞きいた……」

　クークは、ぽそっと言いった。

　それから、クークたちは、それぞれ、お昼ひるごはんを食たべに、家いえに帰かえった。




　母かあさんが、サンドイッチを作つくっておいてくれた。

　きゅうりと、キウイと、ハムのサンドイッチ。

「おいしいね」

　父とうさんと母かあさんとクークとで、山やまもりのサンドイッチも、あっという間ま。

　それから、父とうさんは、なにか作つくりはじめた。

「父とうさん、なに作つくるの？」

「アイスクリームと、いちごの飲のみものを、作つくろうと思おもうんだ」

　[image: ]父とうさんは、ジューサーの中なかに、ヨーグルトを入いれた。

　同おなじりょうの、アイスクリームも入いれた。

　ぎゅうにゅうも、入いれた。

　そして、いちごを入いれた。
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「あら、バナナも、いいかしら？」

　母かあさんが、バナナをもってきた。

　みんな入いれて、ゴーォ。ジューサーがうごきだす。

「できたぞお。〝フルーツアイス〟だ」

　三みっつのグラスに入いれた。
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「あまくて、おいしい！」

　クークは、ごくごく飲のんだ。

「そろそろ、じゅんびしないとなあ」

　父とうさんが言いった。

「そうね。じゅんびは、早はやめにしたほうがいいわ」

　母かあさんも言いった。

　クークは、どきっとした。

「え？　じゅんび？」

　さっき、サーハが言いっていた、大人おとなになるじゅんびのことを

　思おもいだしたからだ。

「父とうさん、なんのじゅんび？」

「いちごのジャム作づくりのじゅんびさ」

[image: ]

「あーっ、びっくりした！」

　クークは、ふーっと、ためいきをついた。

「なんでも、じゅんびって、あるの？」

　と、クークは、しんぱいそうに聞きいた。

「そりゃ、じゅんびしたほうがいいことは、たくさんあるぞ」

「そう。じゅんびしないと、しっぱいすることもあるわ」

「そうなんだあ」

「そろそろ、店みせをあける時じ間かんだな」




　クークは、遊あそびに行いくとちゅう、

　空そらを見みながら、つぶやいた。
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「ジャムだって、じゅんびが

　あるんだ。ぼくも、大人おとなの

　じゅんびがあるんだ。

　でも、大人おとなのじゅんびって、

　なんだろう」







[image: 時間は たっぷり]







　森もりで、たくさん遊あそんで、クークは走はしって、家いえに帰かえった。

　父とうさんの作つくるアイスクリームは、森もりじゅうで、大だい人にん気き。

　夏なつしか作つくらないから、いつも、あっという間まに、なくなってしまう。

　そのアイスクリームを、いっこ、父とうさんが、のこしてくれていた。

「ぼくのぶんの、アイスクリーム！　アイスクリーム！」

　レストランの、入いり口ぐちに、ねずみの三さん兄きょう弟だいがいた。

　なんだか、がっかりしたようすで、すわりこんでいる。

　クークは、しゃがんで聞きいた。

「どうしたの？」

「アイスクリーム食たべにきたの」

　兄あにのネーネが言いった。

「でも、今日きょうは、

　もうなくなったんだって」

　二にばんめの兄あにの、ズーズが言いった。

「フクロウの森もりから、

　がんばって来きたのに」

　弟おとうとのミーミが言いった。

「楽たのしみにしてたのに」

　三さん兄きょう弟だいが、口くちをそろえて、言いった。
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「ちょっと、まっててね」

　クークは、レストランに入はいると、

「父とうさん、ぼくのぶんのアイスクリームは？」

「あるぞ」

　父とうさんは、れいぞうこから、さいごのいっこをとって、

　クークにわたした。

　クークは、いそいで、外そとにとびだした。

「これ、いっしょに食たべよう。いっこしかないけど」

「え？　いいの？」

　三さん兄きょう弟だいは、大おおよろこび。

　木こかげにすわって、みんなで、かわるがわる食たべた。

「なんて、おいしいんだろう」

「うん。こんなのはじめてだよ」
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「クーク、ありがとう」

「うん」

　三さん兄きょう弟だいは、よろこんで、帰かえっていった。




　父とうさんが、夕ゆうごはんのしたくをはじめた。

　[image: ]大おおきなすいかを、半はん分ぶんに切きっている。

　クークは、のぞきこんで、聞きいた。
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「夕ゆうごはん、すいかなの？」

　父とうさんは、わらいながら、

「クーク、てつだうか？」

「うん」

「じゃあ、このすいかのなかみを、ぜんぶ、

　おたまで、すくいとってくれるかな」

「わあ、おもしろそう！」

　クークは、くるくると、なかみを

　とりだして、べつのうつわに入いれた。
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　その間あいだに、父とうさんは、ひやむぎを

　ゆでながら、レタスと、みずなを

　小ちいさく切きった。

　フライパンに、たまごを入いれて、

　ぺらぺらの、うすい

　たまごやきを作つくった。

　あっという間ま。

　ようやく、クークは、すいかのなかみを、ぜんぶくりぬいた。

「父とうさん、すいかのぼうしみたい！」

　父とうさんは、すいかの底そこを、うすく切きって、たいらにした。

　これで、大おおきなうつわができた。

　すいかのうつわに、氷こおりを入いれる。

　それから、水みずきりした、ひやむぎを入いれた。

　レタス、みずな、細ほそく切きったたまごやきをのせた。

「のりも、のせようかな」

　父とうさんは、もしゃもしゃちぎって、のせた。

　さっき、くりぬいたすいかも、小ちいさく切きって、

　少すこしだけ、花はなびらみたいにちらばせた。
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「これは、〝すいかのひやむぎすくい〟

　というなまえに、してみたよ」

「うわあ、おもしろい」

「食たべるのが、

　もったいないくらいね」

　と、母かあさんもにっこり。

「さあ、食たべるぞ」

　こざらに、めんつゆを入いれて、

　ひやむぎをつけながら、食たべる。

　父とうさんも、母かあさんも、クークも、つるつる。

「夏なつねえ」

　母かあさんが、楽たのしそうに、言いった。

　みんなで、デザートに、くりぬいたすいかを食たべた。

　あまくて、おいしい。

　夕ゆうごはんを食たべおわると、父とうさんが言いった。

「クーク、くらくなったら、ホタルを見みに行いこう」

「うん。行いく行いく」




　父とうさんと母かあさんとクークは、とり沼ぬまへ、ランプをともして、出でかけた。

　クークより、せの高たかいヨシが、おおいかぶさってくるので、

　父とうさんは、クークをかたぐるまにして、歩あるいた。

　ランプのあかりで、

　足あしもとは見みえるけれど、

　あたりはまっくら。

[image: ]

　クークは、父とうさんの頭あたまに、

　しっかりと、つかまった。

「父とうさん。ぼく、くろいふくろ

　かぶってるみたい。

　まえはまっくろ。

　うしろもまっくろ」

「こわいか？」

「うん。ちょっと」




　とり沼ぬまにつくと、ランプを消けした。

　くらやみのなかに、小ちいさな光ひかりが、

　ぽわん。

　あっちにも、こっちにも。

　ぽわん……ぽわん……。

　ホタルが、ぽわん。

　くらやみに、

　いのちを、おりこむように、

　音おともなく、ぽわん。

　ぽわん……ぽわん。
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「はあーっ」

　そっと、ためいきが流ながれる。

　空そらを見み上あげると、夏なつの星ほし。

「まっくらだから、

　星ほしがたくさん、見みえるなあ」

「うん」




　父とうさんは、フクロウの森もりへ、

　入はいっていった。

　クークを

　かたぐるまにして。

　母かあさんが、後うしろからついてくる。

「父とうさん、こわくないの？」

「こわくないさ。ひさしぶりに、友ともだちに会あいたくてね」

「そうね。わたしも会あいたいわ」

　ホーッ、ホーッ、ホーッ。

　クークの頭あたまを、ばさばさっと、なにかがよぎった。

「元げん気きか？」

　父とうさんは、木きの上うえにとまった、大おおきなフクロウのフクに、声こえをかけた。

　父とうさんとフクは、古ふるくからの友ともだち。

　フクは、めんどうがりやで、めったに、フクロウの森もりから出でることはない。

「クークは、ずいぶん大おおきくなったなあ」

「おじさん、こんばんは」

　フクは、目めを細ほそめて、

　クークをやさしく見みつめた。

「父とうさんに、そっくりだな」

「ぼく、父とうさんみたいに強つよくないよ」
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「いいこと教おしえてやろうか。

　クークの父とうさんは、今いまは、

　こんなに大おおきくて、りっぱだけれど、

　クークくらいの時ときは、小ちいさな虫むしが

　にがてで、にげまわっていたぞ。

　そうそう。それに、なにかあると、すぐ、泣ないていた」

　フクは、にやっと、わらう。

「もう、わすれてしまったよ」

　父とうさんは、頭あたまをかきながら、わらった。

　クークは、なんだか、うれしくなった。




　家いえに帰かえると、ねるようい。母かあさんが、

「おやすみなさい」

　と、クークのほおを、やさしくなでた。

　まくらに、すっぽりうまった頭あたまを横よこにして、クークは聞きいた。

「ぼく、大人おとなになるじゅんびって、してるの？」

「クークは、毎まい日にち、たくさん遊あそんでる？」

「うん」

「それは、大たい切せつなじゅんびよ」

「なにか、とくべつなこと

　しなくて、いいの？」

[image: ]

「いいのよ。

　いそがなくて、いいの。

　時じ間かんは、たっぷり」

「ああ、よかったあ。

　ねえ、母かあさん。

　ぼくは、どんなこどもになればいいの？」

「そうねえ。クークは、今いまのままで、いいと思おもうわ」

「それじゃあ、だめなんだよ」

「まあ、むずかしいわねぇ」

「そうなんだ。すごーく、むずかしいんだ。

　でもね、もうねむいから、

　明日あした、考かんがえることにする」
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「それは、いいことね。ゆっくり、おやすみなさい」

「うん。おやすみな……」

　くう、くう……ねいきが聞きこえる。

　母かあさんは、クークのねがおを見みて、ほほえんだ。

　それから、そおっとそおっと、部へ屋やを出でていった。







[image: 毎日が 物語]







　黒くろむらさきのヤマグワの実みが、強つよいひざしにつつまれて、光ひかっている。

　クークが、むしゃむしゃ食たべていると、サーハがやってきた。

「今いまから、鳥とりの巣すを見みに行いくの」

「ぼくも行いく！」

　サーハとクークは、フクロウの森もりへ、入はいっていった。

　ひんやりと、すずしい。

　巣すをさがしていると、

「わたしのこどもを、見みてちょうだい」

　と、モズの母かあさんが、じしんありげに、言いってきた。

　木きを見み上あげると、よく育そだったひなどりが、顔かおを出だしている。
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「かわいいわ」

　そう言いわれると、モズの母かあさんは、

　うれしそう。

「もうすぐ、巣す立だっていくのよ。

　さびしくなるけどね」

　と言いって、えさをさがしに、

　とんでいった。

「巣す立だちの時ときを、見みたいな」

「そうね。明日あしたも、見みにきましょう」

　それから、クークとサーハは、

　毎まい日にち、見みに行いった。




　なんにちかたって、モズの母かあさんが、クークとサーハの頭あたまの上うえを、

　ばたばたと、あわててとんでいった。

「ひょっとして！」

　クークとサーハが走はしって行いってみると、

　よく育そだったひなが、とぼうとしている。

　なんども、とびたとうとするけれど、なかなか、巣すから

　とびだすことができない。

　しっぱいして、地じ面めんにおちたら、死しんでしまう。

　クークもサーハも、ひやひやしながら、みまもった。

　ぱたぱた……ぱたぱた……。

　いっしょうけんめい羽はねをばたつかせ、ついにとんだ。
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「やったあ」

　おもわず、手てをたたいた。

「でも、母かあさん鳥どりと、なんだか、にてないなあ」

　クークが言いうと、サーハは、くすっと、わらった。

「カッコウのこどもでしょ」

「え？　どうして？」

「カッコウってね。モズや、ほかの鳥とりの巣すに、

　じぶんのたまごを、いっこ生うむの」
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「えーっ」

「そのかわり、モズのたまごを、いっこだけ、下したに落おとしちゃうの」

「ひどい！」

「そしてね、カッコウのたまごは、いちばん先さきに、ひなにかえるの」

「どうして？」

「他ほかのたまごをぜんぶ、下したに落おとさなきゃいけないから」

「だれが、そんなこと、教おしえるの？」

「だれにも教おそわらないみたい。

　からだでおぼえて、生うまれてくるのかな」

「じぶんだけ、のこっちゃうんだ」

「それから、モズの母かあさんは、カッコウのこどもを、育そだてるのよ」

「モズの母かあさん、わかんないのかな」

「どうかしら。なんだか、わるいから、聞きいたことないわ」

　クークは、聞きいてみたいと思おもったけれど、サーハの言いったとおりに、

　だまっていたほうが、いいような気きもした。

「じぶんのたまごが、落おとされたって知しったら、かなしくなるね」

　クークは、ためいきをついた。

「どうして、カッコウは、そんなことするのかな」

「たまごを、あたためられないみたい。ひえしょうなのかな」

「だからって、ひどいよ」

「そういうやりかたしか、できないのかもね」

「そうなんだ。でも、モズのたまご、かわいそう」

　そこへ、モズの母かあさんが、もどってきた。

「わたしのかわいいこどもが、とんだのよ」

「見みたわ。とても、じょうずにとんでいった」

「そうでしょう」

　モズの母かあさんは、まんぞくそうに、

　また、とんでいった。

「モズの母かあさん、やっぱり知しらないんだ」

「そうね。知しらないほうが、いいと思おもうわ」

「なんだか、むずかしいなあ」

　クークは、つぶやいた。
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「ねえ、クーク、ユリがきれい！」

　サーハが、ゆびさした。

　うすぐらい森もりの中なかに、ひときわめだつ白しろいユリ。

　そのおくのほうから、

「わあーっ」

　という、さけび声ごえ。

「わあーっ、母かあちゃーん！」

　ゲンゲンだ。

「どうしたの？」

　ゲンゲンの顔かおが、はれている。
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「スズメバチに、おそわれたあ」

「なにか、したんでしょ」

「ちょっと、さわっただけだぞ」

「そんなこと、するからよ」

　サーハが、いきなり、

　ゲンゲンの頭あたまをおさえた。
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「うわぁ。サーハに、おそわれるう」

「だめよ！　じっとして」

　サーハは、さされたところの

　どくを、口くちで、すいとって、

　地じ面めんに、ぺっとはいた。

「水みずで、ひやして、帰かえるのよ」

「うぅ。サーハ、ありがとう。

　母かあちゃーん」

　ゲンゲンは、大おお声ごえを出だしながら、

　帰かえっていった。

　ゲンゲンの後うしろすがたを見みながら、クークは言いった。

「毎まい日にち、なにがあるか、わかんないね」

「そうね。おんなじ日ひって、ないもの」

「なんだか、物もの語がたりみたいだなあ」

「そうだわ！　クーク。毎まい日にちが、物もの語がたりの一いちページなの」

「すごいや。毎まい日にちをくっつければ、ながーい物もの語がたりになるね」

　クークもサーハも、なんだか、うきうきしてきた。

「ぼくの毎まい日にちは、ぼくが主しゅ人じん公こうのクーク物もの語がたりだよ」

「わたしの毎まい日にちは、わたしが主しゅ人じん公こうのサーハ物もの語がたりよ」

「ねえ、サーハ物もの語がたりに、ぼく出でてくる？」
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「もちろん。クーク物もの語がたりにも、わたし出でてくる？」

「うん、いっぱい出でてくる」

　サーハとクークは、うれしくなって、森もりじゅうを走はしりまわった。

　カッコウが、鳴ないている。

　クークは、大おおきな声こえで、カッコウに言いった。

「カッコウも、毎まい日にち、じぶんの物もの語がたり、作つくってるんだよー」

　フクロウの森もりをぬけると、夏なつのひざしが、一いっ気きに感かんじられた。

　クークは、サーハと別わかれると、もうスピードで、帰かえった。

　家いえが見みえると、おなかが、グーグー鳴なりだした。

　母かあさんが、店みせの入いり口ぐちで、手てをふって、まっている。

　父とうさんが、クークをよんだ。

「このにおいを、かいでごらん」

　びんのふたをあけて、クークの鼻はなに、近ちかづけた。
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「うわっ。鼻はなに、つーんときた！」

「だろう？　これは、おすだよ」

　[image: ]父とうさんは、なべにぎゅうにゅうを入いれて、おすも入いれた。

　クークが、ふっとうするぎゅうにゅうを見みていると、

　水みずと白しろいかたまりのようなものが、できてきた。

「あ、ぎゅうにゅうが、わかれちゃった」

「そう。水みずと、たんぱくしつに、わかれたんだよ」

　父とうさんは、ざるにあけて、みずけを切きって、れいぞうこに入いれた。

「〝ぎゅうにゅうサラダ〟だよ。さめるまで、ちょっとまとう」




　その間あいだに、父とうさんは、ボウルに、ちぎったレタスと、

　細こまかく切きったトマトを入いれた。

　クークは、まちどおしくて、父とうさんにくっついてばかり。

「まだかな、まだかな」

　しばらくして、父とうさんはれいぞうこから、ぎゅうにゅうの

　かたまりをもってきて、そのボウルの中なかで、ざっくりまぜた。

「さあ、食たべよう！」

　クークは、サラダを、さらにとって、ドレッシングをかけて、食たべた。

「かたまったぎゅうにゅうって、おもしろいな」

　おいしくて、おかわりをした。

　父とうさんは、テーブルのまん中なかに、

　バターをおいた。

「〝バターごはん〟にしよう」

　クークは、大だい好すきで、

　いつも食たべすぎてしまう。

　[image: ]おさらに、ごはんを、こんもり

　のせて、まん中なかに少すこし、

　あなをあけて、バターを入いれる。

　しょうゆを、くるくるかけて、

　スプーンで、まぜあわせた。

[image: ]

　たきたてのごはんに、バターが

　とけて、しょうゆのいいかおり。

　クークは、ぱりぱりの、のりの上うえに、ごはんをのせて、

　くるっと巻まいて、がぶりと食たべる。

　チョコレートのアイスクリームも、たっぷり食たべた。




「ぼく、遊あそびに行いってくる」

「行いってらっしゃい」

　店みせが、かいてんの時じ間かんになった。

　父とうさんの作つくるデザートは、アイスクリーム、ケーキ、プリン、

　クッキーと、たくさんあって、おきゃくさんは、食たべほうだい。

　しずかな、おんがくがながれて、本ほんもたくさん、おいてある。

[image: ]

　毎まい日にち、森もりじゅうの

　どうぶつたちが、やって来きて、

　おもいおもいの、お茶ちゃの時じ間かん。

　きせつのうつりかわりを、

　ゆったりと、楽たのしむように、

　店みせの中なかは、ほっこりとした

　時じ間かんがすぎていく。
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[image: みんな 主人公]







　小こ道みちを歩あるいていると、ゲンゲンに会あった。

　たくさんのにんじんが入はいったかごを、もっている。

　顔かおのはれは、ひいていた。

「どこへ行いくの？」

　クークが聞きくと、ゲンゲンは重おもそうなにんじんのかごを、

　ぐいっと、引ひき上あげた。

「これ、母かあちゃんが、サーハの家いえにとどけろって。

　サーハが、すぐどくをぬいてくれたから、なおったんだって」

「うわあ、よかったね」

「クークも、いっしょに行いこう」

「うん。いいよ」

　サーハの家いえは、ろくごうの森もりの、おくのほう。

　さくらんぼばたけをぬけて、

　ブルーベリーばたけを

　ぬけたところにある。

　サーハは、ちょうど、

　せんたくものを取とりこんでいた。

[image: ]

　ゲンゲンが、にんじんのかごを

　わたすと、サーハは大おおよろこび。

「こんなにたくさん、ありがとう」

　サーハの父とうさんが、出でてきた。

「ゲンゲン、もうだいじょうぶか？」

「うん」

「よかった、よかった」

「父とうさん、遊あそんでくる。夕ゆうごはんは、にんじんたっぷりの

　シチューを作つくるからね」

「ああ、うまそうだな」

　サーハとクークとゲンゲンは、ハンノキ林ばやしへ、走はしって行いった。

「なんだかさ、今いま、遊あそんでるのも、物もの語がたりの一いちページだと思おもったら、

　どきどきするね」

　クークは、サーハに言いった。

「うん。わたしも、そう思おもう」

　ゲンゲンは、なんのことか、さっぱりわからない。

「え？　なんだなんだ？　物もの語がたりってなんだ？」

「うふっ。わたしたちの毎まい日にちは、

　物もの語がたりの一いちページになるの」

「はあ？」

「ゲンゲンは、ゲンゲンが主しゅ人じん公こうの

　ゲンゲン物もの語がたりを、毎まい日にち

　作つくってるんだよ」

　と、クークが言いった。

「え？」

　ゲンゲンは、とびあがった。

[image: ]

「おれ？　おれ主しゅ人じん公こうなの？」

「そうだよ」

「えへへへ。なんか、てれちゃう」

　クークもサーハも、大わらい。

「昨日きのうも、今日きょうも、明日あしたも、じぶんの物もの語がたりよ」

「そうだよな。えへへへ」

　ゲンゲンは、はずかしそうに、頭あたまをかいた。

「おれ、ちょっとさ、かっこいい物もの語がたりにしたいから、けんかやめるかな」

「また、けんかしたの？」

「う、うん。さっきチルと。おれのはれた顔かおを見みて、わらったから、

　なぐってやった。それで、けんかになった」

「それ、もう、物もの語がたりのなかみだよ」

　と、クークはわらって言いった。

「わたし、あとから思おもいだしても、

　うれしくなるような物もの語がたりに

　したいなあ」

　サーハは、すわりこんで、空そらを見み上あげた。
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　クークも、横よこにすわりこんで、聞きいた。

「どんなのが、うれしい物もの語がたりなの？」

「うーん。わたし、

　もうすこし大おおきくなったらね。

　町まちの学がっ校こうに行いきたい。

　そこで、また、わたしの物もの語がたりが、

　つづいていくの」

「え？　サーハ、いなくなっちゃうの？」

　クークは、びっくり。

「そうよ」

「そうなんだ」

　クークは、サーハのいなくなる日ひの

　ことを、そうぞうした。
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　タミンの時ときみたいに、また、バスていに

　みおくりに行いくのかなと思おもった。

　そうしたら、かなしくなってきた。

　──せっかく、なかよくなったのに──

　そう思おもったら、目めがうるうるしてきた。

「わあ、クーク。泣なくなら、サーハがいなくなってから、泣なけよ」

　ゲンゲンが、おもわずクークの顔かおを、りょうてで、おさえた。

「クーク、わたし、まだまだ、ここにいるわ。ずっと先さきの話はなしよ」

　クークは、こくんと、うなずいた。

　そこへ、こだぬきのラックと、こりすのチルがやって来きて、

「みんなで、かくれんぼしよう」

　と、さそった。




　たくさんの木き々ぎにかこまれての、かくれんぼは、なかなか見みつからない。

　だから、

「もういいかい？」

　と、なんども大おお声ごえを出だす。

「もう、いいよ」

　と、かくれるほうも、なんども大おお声ごえを出だす。

　その声こえめあてに、オニはさがしはじめる。

　みんな、しゅっしゅっと、風かぜのような早はやさで、かくれる。

　オニも、しゅっしゅっと、風かぜのような早はやさで、さがしていく。

　あせびっしょりの、しんけんしょうぶ。

　じゃんけんで、オニはサーハ。

　しゅっ　しゅっ。

「もう、いいかい？」

　しゅっ　しゅっ。
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「もう、いいよ」

　しゅっ　しゅっ。

　クークが、見みつかった。

　しゅっ　しゅっ。

　それから、チルも、ラックも、

　ゲンゲンも見みつかった。

　みんな、ふうふうはあはあ。

　と、その時とき、おくのほうで、

「もう、いいよ」

「あれ？　みんないるわよね？」

　サーハが、ぐるっと、みんなを見みわたした。

「うん。いるよ」

　そこへ、また声こえがした。

「もう、いいよ」

「え？　だれ？」

「ぼくたちのほかに、だれかいるう」

「みんなで見みつけよう」

「もう、いいよ」
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　ところが、見みえないだれかは、しゅっしゅっと、かくれるのがじょうず。

　みんなが、オニになっても、なかなか見みつからない。

　林はやしの中なかを、ぐるぐるぐるぐる。

「ふう、つかれたあ」

　と、まただれかの声こえ。

　みんな、わあっと声こえのするほうへ、走はしった。

「あー、きつねのおじさん」

　おじさんは、木きのそばに、ぺったりとすわりこんで、ふうふうはあはあ。
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「おじさん、大人おとななのに、かくれんぼ？」

「いやあ、みんなが、あんまり楽たのしそうで、おじさんもつい、

　見みつけてもらいたくなってね」

「なあんだ、そうだったの」

「おじさん、すばやいね」

「ぜんぜん見みつからないんだもの」

「すごいや」

　みんなに言いわれて、おじさんはうれしそう。

「そりゃ、むかしは、たくさんやったからね。

　かくれかたにも、コツがあるんだよ」

「え？　どんなこと？」

　みんな、びっくり。

「木きと木きの、かんかくを考かんがえる。かくれるかくども考かんがえる。

　まあ、算さん数すうのせかいかな」

　と、おじさんは楽たのしそうに、あせをふいた。




　林はやしの中なかの木きは、数かぞえきれないほどある。

　クークは、算さん数すうと聞きいて、すうじが頭あたまの中なかで、からんでしまった。
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「いやあ、何なん年ねんぶりの、かくれんぼだろう。楽たのしかったなあ。ありがとう」

　おじさんは、スキップしながら、帰かえっていった。

　クークは、おじさんの後うしろすがたを見みながら、言いった。

「大人おとなだって、ときどき、こどもにもどれば、いいのにね」

「そうだ！　大人おとなは、こどもになる日ひを、きめればいいんだ」

　と、こだぬきのラックが言いった。

「そうしたら、わたしたち、いっしょに遊あそんであげるわ」

「おれ、大人おとなになったら、えーとお、こどもになる日ひは、日にち曜よう日びと、

　土ど曜よう日びと、水すい曜よう日びにしようっと。あと、火か曜よう日びも」

　ゲンゲンは、しっぽをふりふり言いった。

「それって、多おおすぎだよ」

　こりすのチルが言いいながら、ゲンゲンのしっぽをつついた。

「おれのしっぽに、さわるな！」

　あっという間まに、チルは、にげてしまった。




　夕ゆうがた、クークは家いえへ帰かえった。

　[image: ]父とうさんが、クークの顔かおを見みると、れいぞうこから、シャーベットを

　とりだした。

　ぎゅうにゅうと、オレンジジュースを、同じりょうで、まぜて、

　こおらせたデザートだ。

　シャーベットを、スプーンで、細こまかくくだいて、グラスに入いれた。

　そこに、オレンジジュースを

　入いれて、よくかきまぜる。
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「クーク、〝オレンジミルク〟だよ」

「うわわ、きれいな色いろ！」

　クークは、ごくごく飲のんだ。

　父とうさんも、母かあさんも、ごくごく飲のんだ。

「さあ、今日きょうは、大おおきな大おおきな、

　〝おばけギョーザ〟を作つくるぞ」

　[image: ]父とうさんは、コーンと、小ちいさく切きった

　玉たまねぎと、わ切ぎりにしたソーセージを、

　フライパンで、いためはじめた。
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　そこに、しょうゆと、さとうと、さけを入いれた。

　クークは、すばやい父とうさんの手てのうごきに、見みとれている。

　父とうさんは、こむぎこに、しお、こしょうをして、

　ぎゅうにゅうを、少すこしずつくわえながら、こねこねと、ねった。

　それをめんぼうで、くるくると、のばす。

　あっという間まに、ちょっけい二に十じゅっセンチの大おおきな円えん。

　その中なかに、さっきいためたやさいを入いれて、二ふたつにおった。

　はじを、ギョーザのかわのように、おりたたみながら、くっつける。

　なかみが出でないように、しっかりと、くっつけた。

「さあ、やくぞ」

「うん」

　フライパンで、おばけギョーザを、りょうめんカリッと、やいた。

　ナプキンで、くるみながら、手てでもって、カリカリと食たべる。

「うーん、おいしい！」

　クークは、三さんこ食たべた。母かあさんは、六ろっこ食たべた。

　父とうさんは、九きゅうこ食たべた。
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　その夜よ。

　クークは、部へ屋やのまどをあけた。

　昼ひるは、どんなにあつくても、森もりの夜よるは、すずしい。

「今日きょうのお月つきさま、まんまる！」

　クークは、のんびりと、月つきをながめた。

「お月つきさまも、じぶんの物もの語がたり、あるのかな」

　月つきに話はなしかけた。

「でも、むりかなあ。じっとしてるだけだもの」

　大おおきな雲くもが、月つきをすっぽりかくしてしまった。

　クークは、また月つきが出でてくるのを、のんびりまった。

　どうしても、月つきに一ひと言こと言いいたくて、ねむいのをこらえて、まった。

　雲くもは、ゆっくり、ゆっくり、流ながれていく。

　なかなか、月つきを見みせてはくれない。

　クークは、それでもまった。

　しばらくして、ようやく月つきが、ちろっと見みえた。

「あ、お月つきさま！」

　雲くものしっぽも流ながれて、ゆうゆうと、月つきは顔かおを出だした。

「ねえ、お月つきさま。あのね。

　ぼくの物もの語がたり、見みてていいよ。

　ぼくの、これからの物もの語がたり、

　ずっと、ずっと、見みてていいからね」
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　言いいおわると、クークは、

　あんしんして、ふとんに入はいった。

　ホーッ、ホーッ。

　夜よるはふかまり、遠とおくで、フクロウの声こえ。

　ろくごうの森もりに、秋あきが、

　すぐそこまで、近ちかづいていた。







[image: クークと父さんの料理の作り方]
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